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：
月
〜
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時
〜
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祝
・
日
休
）

返
却
：
月
〜
土
　
9
時
〜
21
時（
祝
・
日
休
）

お
申
し
込
み
は
コ
チ
ラ
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
↓

ベ
ト
ナ
ム
料
理
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
海
外
研
修
報
告
会

ペ
ガ
サ
ス
の
記
憶
　

著
者
　
桐
島
洋
子
　
か
れ
ん
　
ノ
エ
ル
　
ロ
ー
ラ
ン
ド  

【問合せ】
人財育成交流センターめぶき
☎896-1215
男女共同参画支援センターふくふく
☎896-1616

ふ
く
ふ
く
講
座
の
ご
案
内

め
ぶ
き
オ
ス
ス
メ
図
書
の
ご
案
内

　
本
市
で
は
、女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、国
際

的
視
野
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、海
外
セ
ミ
ナ
ー「
女
性
の

翼
」の
海
外
研
修
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、派
遣
先
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
作
り
、２
部
で
は
研
修

に
参
加
し
た
お
二
人
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。海
外
の
社
会
活

動
や
海
外
研
修
に
関
心
の
あ
る
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
し
た
桐
島

洋
子
さ
ん
の
自
伝
。戦
前
戦
後
を
子

ど
も
の
目
で
見
た
記
憶
、育
て
て
く

れ
た
両
親
の
事
、何
よ
り
も
自
由
に

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
望
み
、桐
島
洋
子
さ
ん
と
い
う
女

性
が
い
か
に
し
て
自
由
に
伸
び
や
か
に
自
立
し
た
女
性
に
な
っ

た
か
が
わ
か
る
。未
婚
の
ま
ま
育
て
上
げ
た
３
人
の
子
ど
も
た

ち
の
母
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
の
思
い
も
綴
ら
れ
、自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
勇
気
を
も
ら
え
る
一
冊
。

毎年３月８日は国際連合が定めた「国際女性デー」です。
この日は、パートナーだけではなく、母親や祖母、友人、仕事仲間など自分に

とって大切な女性に、敬意と感謝を込めてお花を贈る日とされています。
イタリアではこの時期にミモザの花が咲くことから「ミモザの日」とも呼ばれ、

黄色いミモザの花がシンボルとして親しまれています。

お互いに 未来を掴もう 共同参画お互いに 未来を掴もう 共同参画

女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女 男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
んたく
ひろば
んたく
ひろば

いきーいきーうないうない国際女性デー国際女性デー国際女性デー

〇花言葉・・「優雅」「友情」「感謝」
　日本では「優雅」「友情」、イタリアでは「感謝」の意

味が込められているそうです。
〇開花時期・・２月～４月
　オーストラリア原産でマメ科のアカシア属の植

物。ミモザの葉はシルバーリーフといわれ銀色の
葉が特徴的です。

～ミモザの花～～ミモザの花～～ミモザの花～

３月８日は女性への称賛の想いを込めて
イメージカラーである黄色の小物を

身に着けてみませんか。
＊ 女性が政治に参加する権利

さかのぼること1904年３月８日、アメリカの
女性労働者が「*婦人参政権」を求めてデモを
起こしました。それをきっかけに、女性の地位向
上を呼びかける動きがヨーロッパやロシアなど
世界中で活発化しました。

この動きはアメリカで婦人参政権が認められ
た後も続き、1975年には「広く女性の社会参
加を呼びかけるための記念日」として、毎年３月
８日を国際女性デーに定めました。

８８

日
　
　
時
　
３
月
２
日（
土
）10
時
〜
13
時

　
　
　
　
　※

１
部【
調
理
実
習
】　
２
部【
報
告
会
】

対
　
　
象
　
関
心
の
あ
る
方

定
　
　
員

20
人（
先
着
順
）　

場
　
　
所
　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く

調
理
講
師
　
グ
ェ
ン
テ
ィ
フ
ォ
ン

報
告
者
　
神
村
さ
ゆ
り・喜
瀬
涼
子
　

参
加
費
　
無
料
　

募
集
開
始
　
２
月
７
日（
水
）〜
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